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 要  旨 
話者認識は，認識装置に入力された音声信号が誰によって発声されたのかを音 
声信号に含まれる個人性情報を利用して判別する技術である．現在では，話者認
識技術はセキュリティや犯罪捜査などの分野での利用が考えられる． 
話者認識技術を実環境下で使用する際に大きな問題となるのは，環境雑音の存 
在である．話者認識では，声道に関する特徴量を用いることが主流であり，雑音
に頑健な手法としてマルチSNR・マルチバンド法がある．また，声道に関する特徴
量とは別の個人性を表す特徴量を併用することで識別率の向上につながると考え
る．そこで，本研究では声帯に起因する音源情報に注目した． 
 
音源情報の1つで声の高さを表す基本周波数は，声道に関する情報とは独立して抽
出可能であり，雑音環境下での頑健な基本周波数抽出ができれば，識別率の向上
につながると考えられる．基本周波数抽出法には様々な方法があるが，それぞれ
重畳している環境雑音の種類によって適否が異なる．そこで本研究では，様々な
雑音重畳音声に関して自己相関法，ケプストラム法にハフ変換を適用した手法を
用いて基本周波数を抽出する．そして，正解率を比較することで重畳している雑
音の種類毎に最適な抽出法を見極め，それをもとに基本周波数を特徴量とした雑
音環境下での話者識別実験を行った． 
その後，声道に関する特徴量より算出された尤度と基本周波数を特徴量として算
出された尤度を，重みをかけて結合することにより， 
結合尤度による識別率を算出した． 
 
その結果，雑音の種類に関わらず各SNRで識別率が改善され，特にレストラン 
雑音において最大で7ポイントの識別率の改善がみられた．バス雑音，車雑音のよ
うなベースラインの識別率が高いような雑音に関しても，誤り削減率で評価する
と，他の雑音と同程度の改善が確認できた．また，結合重みに関して，男性話者，
女性話者でどの程度の重みをかけるべきかを確認し，その結果，女性話者よりも
男性話者の方が基本周波数情報の影響が大きいという結果を得た． 
 
このことから，基本周波数情報を併用することの有効性が確認できた． 
今後の課題としては，基本周波数情報を単独で使用した際の識別率を高める必 
要がある．そのためには基本周波数の抽出精度を上げる必要がある． 
また，今回は学習モデルとしてヒストグラムを使用したが，別の統計モデルを 
使用するなどを含めた別の基本周波数情報利用へのアプローチが必要であると考
える． 
 
